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　週末ごとに雨が続いて開催ができるかと心配し

ていましたが、第12回パークゴルフ大会の10月

20日は突然の晴

天。絶好のパーク

ゴルフ日和になり

ました。

　今回は佐賀県内

一円から72名の選

手が集まり、団体

と個人のタイトル

を目指して熱い熱い戦いが繰り広げられました。

　賞品にはこれまで、地元産にこだわった兵庫町

産の野菜を準備していましたが、今回は地元の西

渕で穫った新鮮な玉子が用意されました。

　毎回提供される

福井理事長が手塩

に掛けて育てたお

米のほか、ゆめタ

ウン佐賀やJA佐

賀市ゆめさき支

所、エディオンか

ら協賛の商品もいただきました。

　団体戦は接戦の末、大五郎が211点で優勝。ム

ツゴロー白石が223点で準優勝。224点で万太郎

が3位に入賞しまし

た。地元の兵庫関係

チームはなかなかタ

イトルには届きませ

ん。

　個人戦も接戦で、

ゆめさがファイブの

花島秋人さんと大五郎の野口好光さんが同点で並

んだところ、年齢差で花島秋人さんが優勝。ムツ

ゴロー白石の橋本道夫さんが3位と続きました。

　西部地区の目覚ましい活躍が特徴のパークゴル

フ大会でした。

　兵庫北五丁目のゆめタウン佐賀の傍にある畑

で、毎年子どもたちを集めて芋掘りが行われて

います。

　この日のために

芋を植えて畑を開

放しているのは

NPO法人夢の里

兵庫の理事で農業

の野口幸男さん。

　10月20日に開

放された畑には近

所の子どもたち13名に、付き添いの保護者が加

わった25名が楽しく芋掘りに熱中しました。

　芋を掘る傍らに

ハサミを持って何

やら集めているお

ばあちゃんが三

人。聞いてみると

『芋づる』を採っ

て調理するとおっ

しゃいました。

　こうして、お

年寄りとの交流

も子どもたちに

とっては貴重な

体験になったこ

とでしょう。

　まさに、この地域のコミュニティを見たよう

な秋の一コマでした。

　大津市の交差点で5月、直進車と右折車が衝突

し、巻き添えで保育園児ら16人が死傷した事故

があり、佐賀市で

は、特に児童と車

輌の通行量の多い

箇所に足跡を表示

した社会実験を

行っています。

　9月に兵庫北4地

区の自治会と夢の

里兵庫の役員が一斉に危険箇所の点検を行い、

足跡の設置箇所を決め、それが11月に実現した

ものです。

　足跡は道路から

約１メートルほど

手前に設置され、

信号待ちの児童は

それより道路側に

出ないよう工夫さ

れています。

　同時に、地区内

の交通危険箇所を

点検し安全標識設

置の検討を済ませ

ました。44ヶ所

の新しい標識が設

置されることにな

ります。

　11月23日は温かい絶好の花の植え付けの日で

した。

　兵庫まちづくり協議会会長の塚原前自治会長

が事前にトラク

ターで耕して

『フッカフッ

カ』になった藤

木公園の花壇に

は『藤木公園花

の会』の皆さん

が集まり、用意

されたパンジー、ビオラ、キンセンカ、ノンス

ポールの700本を植え付けました。

　集合時間の午前9時より随分早くに集まってき

た21名の会員はほぼ常連の人ばかりで、慣れた

手つきで手際よく植え付け、約一時間で作業は

終了しました。

　参加してくれた、兵庫小学校4年生の野口瑠華

さんは「2年生の時に学校で習ったように、先に

肥料を入れて花を植えました。花壇いっぱいに

咲いてくれるだろうから来年の春が楽しみ」と

話してくれました。

　その後のお茶とお菓子を囲んでの懇談会で

は、「来年は余った花壇に芋を植えて、子ども

たちを中心に芋掘りをしたらどうだろう」など

のアイディア

も出され、観

て楽しむだけ

でなく新しい

花壇の活用が

始まる予感の

する花の植え

付けでした。

ゆめタウン傍で芋掘り

突然！ 通学路に足跡が

第12回理事長杯を開催 藤木公園で花の植え付け

【12回大会の様子】

【たくさんの収穫でした】

【植え付けの様子】

【突然足跡が出現】

【一斉点検の様子】

【交通安全標識の検討】
【藤木公園花の会みなさん】

【芋づるを集めています】

【芋掘りの様子】

【優勝の大五郎チーム】

児童を交通事故から守ろうと

兵庫町外のチームが大健闘



夢の里兵庫 地域情報コーナー
兵庫北地区にあるいろいろな情報紹介を掲載いたします。
希望者はお申し出ください。
夢の里兵庫事務局　☎３７－８９１８

ゆめタウン佐賀
支配人　高　橋　邦　典

　ゆめタウン佐賀は、2006年12月に出店させていただき今年で13年を迎えることができました。 
　現在、イズミの№１店舗まで成長できたのは、兵庫北地域の皆様のご支援ご協力のおかげです。
深く感謝申し上げます。
　私の出身地は広島県東広島市西条町、『賀茂鶴』などの日本三大酒処で知られています。
　株式会社イズミに1982年入社。配属は精肉商品部でバイヤー、1999年食品の責任者として店舗
に配属になりました。
　転勤は岡山の県北、北九州、武雄、長崎、高松、広島。2016年3月に佐賀店へ赴任してまいりました。
　佐賀には縁が深く妻が伊万里の出身です。
　私は来年2月には60歳になります。入社して38年間、節目の年を佐賀店で迎えられることは、
（転勤がなければですが）大変誇らしく嬉しく思います。佐賀は第二のふるさとです。
　明るく、元気に、前向きに、をモットーに更なる店舗の魅力度をあげ、お客様に常に新鮮さを感
じていただけるようなお店づくりに励んでまいります。  
　これからも地域の皆様と共に、夢のある明るく元気な町づくりの一助になるよう、従業員一同頑
張ってまいりますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

「夢インタビュー」

こ の 人 に 聞 く

ゆめタウン佐賀店 センターコートツリー


